
令和 3年度 第 2回 大和市特別職報酬等審議会 会議要旨 

会議名 

（審議会等の名称） 
令和 3年度 第 2回 大和市特別職報酬等審議会 

開催日時 令和 3年 11 月 8 日（月曜日） 18 時 55 分～19時 20 分 

開催場所 大和市役所 本庁舎 5階 研修室 

出 

席 

状 

況 

委員 7 人：河西正彦会長、山元哲夫委員、荻窪政一委員、石井敏英委員 

中尾隆徳委員、村上法芳委員、保田昭一委員 

事務局 4 人：総務部長、人財課長、給与労務係長、同担当 1人 

（総務部 人財課 給与労務係：内線 5364） 

傍聴者人数 0 人 

公開・非公開の状況 ■公開 □非公開 □一部非公開 

非公開・一部非公開 

の場合はその理由 

 

 （１） 会議次第 

1  開会 

2  会長あいさつ 

3  審議 

4  その他 

 

（２） 審議又は検討経過、及び結果 

主な内容は次のとおり。 

＜開会＞ 

＜会長あいさつ＞ 

＜審議＞ 

＜事務局から説明＞ 

人事院勧告内容について、再度説明。 

諮問内容について、再度説明。 

（会 長）事務局からの説明に対し、前回の資料の内容を含め、意見等があれ

ばお願いしたい。 

（委 員）諮問内容は適切と考える。 

（委 員）国公準拠の内容ということで異議はない。 

（委 員）引き下げの勧告に沿い、総額として考えても適切であると考える。 

（委 員）諮問内容に異議はない。 

（委 員）同様に異議はない。 

（委 員）人事院勧告の内容に沿っているということで異議はない。ただし、

そもそも議員の報酬水準が高くない状況で、人事院勧告に合わせて更に下げて

いくことが良いのかという思いはある。 

（会 長）前回の審議も踏まえて、私も諮問内容どおりで賛成する。 

最後に事務局に確認するが、本審議会では市議会議員や市長等特別職の給料・



報酬額について答申する、期末手当については、付帯意見とするという考え方

でよいか。 

（事務局）基本的には、給料・報酬額について答申していただくことになるが、

期末手当も含んだ年収額での審議が必要となるので、期末手当については、付

帯意見として答申していただきたいと考えている。 

（会 長）これまでの事務局の説明や審議の内容を踏まえると、市からの諮問

内容のとおり、①市議会議員の報酬及び市長等常勤の特別職の給料については、

改定しないこととし、②その他として、期末手当の支給率については、いずれ

も年間 4.30 月を 4.15 月に改めることとする答申としたいと考えるが、よろし

いか。 

（委員一同）異議なし。 

（会 長）異議なしということで、諮問どおりとして答申することとする。 

次に、今後の予定について事務局より説明をお願いする。 

（事務局）本日の審議結果を基に答申書を作成し、会長から市長へ答申をお願

いしたいと考えている。なお、答申内容を受けた条例改正については、次の市

議会に議案を上程させていただく。 

（会 長）それでは、閉会とさせていただく。 

＜閉会＞ 
 


